
きてんく ぶん

て自動的に， しゃ断器を開路するようにな っ ている。き電回路

は普通その 1 線に軌条を使用するが，軌条と大地との聞の絶縁

を完全に行なうことは困難であるので， 回路としては l 線接地

系の性質をもっている。このような回路では短絡事故の保護は

問題ないが， トロリ一線が直接軌条と短絡せず大地に接触して

いるような地絡事故は，その電流の性質が通常の巡転電流と似

ているため，このような事故の検知は困難な場合がある。直流

電化では，き電用しゃ断器自体にも短絡電流の検知機能をある

程度もっているが，別に短絡時の現象を利用した検知用の継電

器を設け，これと連動してしゃ断するようにしている。 交流電

化では， 短絡検知継電器として距敵継電器が使用される。これ

は， イ ン ピーダンス継電器とも呼ばれ，変電所から短絡点まで

の，き電回路のインピーダン λ{直を自動的に測定して，これが

白所のき電区間内であれば，連動によって，しゃ断指を閲路す

るものであるが， 事故電流の大小とは直接朕l係のない性質を利

用しているので， 負荷 との選択性がよい。

き電回路では通常の電圧より高い電圧が線路に生ずることが

ある。これは異常電圧と L 、 L 、一般の送電線路でも見受けられる

現象であるが，この電圧があまり 尚い と，がし、し等の絶縁物を

磁波して事故となる。この原因は雷によって生ずるものと，き

電回路中の閥閉器類の開閉によって生ずるものとがあるが，後

者のうちで交流電化で特に発生しやすいものとして，車両との

朕l係から生ずる分数調波掻動がある。これは直列コンデYサの

そう入されている回路に多いが，回路の設計の仕方を考慮する

とか，適当な装援を用いることによって防止される。また，一

般に異常電圧に対しては，その屯圧をjlllj~且する作井iをもってい

る避雷訟を必要な箇所に設備をして保護している 。

3 障害防止

き電回路は回路内部に事故を生ずるばかりではなく，その外

部に対しても次のような障筈を及ぼすことがある 。

(1) 電圧変動

電鉄用変電所の電源側の容量が十分でない場合には， 電鉄負

r.jによって電iJj(ßUJの電圧が変動し， 一般策要家に忠影響を与え

る。特に電鉄負荷は短時間での変動が大きいので，長い時間平

均した電力て、は問題のない場合でも，この影響の現われること

がある。

(2) 電力不平衡

これは交流電化において単相負荷に比較して電樹( ßIIIの谷量が

不足する場合，一般電力系統に逆相電流が流れて氾';\，、~~響を及

ぼす。

(3) 高調波

直流電化では， 水銀整流~や 本 、/ リコ γ盤流~によってi自がし

に整流される際，向調波電圧を生ずるが， これが，き電回路か

ら付近の通信線路に誘導によって雑音障害を与え る。 また， 交

流電化でも車f~j で 1ìt相整流を行な っ ているため， 交流側にも多

量の高調波を含み，また不平衡の影響もあって，同様に雑音障

害を与える。このような ， き電回路の高調波は電源系統の容量

にも関連して，その系統の波形をも乱すことになり，その影響

範闘が拡大される。

(4) 基本波誘噂

交流電化では上記の高調波による誘導障害のほかに，き電回

路からの基本波 (50 または 60 サイクノレ)による誘導によ っ て ，

付近の低圧配電線路 ・ 通信線路等に危険電圧とか雑音電圧を生

ずることがある。

これらの障害を防止するためには，電源系統に平等量の十分な

ものを選ぶこと，電力不平衡とか高調波発生の少なくなるよう

な変圧器の結線とすること，直流電化では， ろ波装置を設けて，

き電回路に高調波分が流れ出るのを防く'こと ， 交流電化では電

線ブース夕方式によ っ て，軌条電流を制限すること，通信線路

等はしゃへい，その他の方法によって誘導の影響を少なくする

ようにすること，などの対策がとられ実用上の問題が生じない

ようにしている。 (小野田 捻)

きてんくぶんじどうきりかえそうち き.区分自動切

換装置 新幹線のき電方式は単相 60c/s ， 25KV の交流電化で

あるため変電所と変電所の中聞には電源位相の異なる箇所がで

きるので，ここに切績電車線と電車線へのき電を切り換えるし

ゃ断器をも った*き電I'<~分所を設i還して，この区間を列車が力

行のまま通過できるようにしてある。この袋位は11J換電車線の

区間に進入した列車を AF 軌道回路で検知(検知する軌道回路

をき電区分用制御軌道回路 と いう)し，その情報で，き電切換

しゃ断器を~iIJ御するもので，次のJ立を考慮して設備されている。
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川 列車が，き 1[担J換電車線区間に完全に進入し終わってか

ら，き電切換えが行なわれること。

(2) 同ーのき電切換電車線r<:聞に同時に 2 列車が進入できな

いよ う 後続列車に対して停止信号がI.Uされる。

(3) き 't[ !;IJ換1[車線のりj換しゃ断探が列車の検知1 と不一致に

な っ たときは，このほ聞に進入する列車に対して停止信号が出

される 。

(4) ~I 常時の逆線illi転でも列車は 130km/h の力行運転がで

きる。

上凶は，き電区分則しゃ断昔日で，

(1) 列車が Ta- Tb I尚にいるときは， ABB-l は入， ABB-2 

は閉じ

(2) 列車が Tb-Tc 間に進入すると同時に， ABB-l 断， ABB 

-2 入。

(3) 列車が Tb- Tc 聞を進出してしまう と ， ABB- l は入，

ABB-2 は断と な っ てもとにもどる。

(4) 列車が Tb-Tc 聞にいる間，または ABB が正しい位置

にない場合は，後続列車に対して停止信号を出す。

(佐野崎氏)

きてんくぶんしょ き電区分所 (~) sectioning post 

き電系統において，変電所以外の場所でその系統を変更し う る

よ う に開閉設備を設け，常時その操('1'が行なえるようにした場

所を一般にき電区分としづ。普通，き竜区分所は遠方制御式に

な っ ている。

直流電化で，き電区分所を設ける目的は，き電線の事故とか

作業時にその区間を灰分することのほか， ';官時は上下線を一つ

の母線に接続して電圧降下を救済すること，変電所の間隔が長

く，その中間の事故の検出を容易にすること ， き電回路の途中

から分岐回路を取り出すことなどがある。このうち特に上下線

の結合のみを目的としたものをき電タイ ポス ト と呼ぶ。
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